のこと だけによ つ て 成長しょう として ゐる 劇団で ある _ 

一 つの 形式 を 固守しょう としないで、 その 流動性 を活 

かし 得る 劇団で ある。 よい 仕事で さへ あれば、 何人が 

そこで、 何事 をしょう と、 それ は 自分の 仕事と 呼び 得 

る 劇団で ある 

さう いふ 種類の 劇団が、 日本に 唯一 つ 存在す る こと 

は、 われわれ 演劇 研究者、 乃至 愛好者に とって 何と 必 

要で あり、 便利で あり、 悦 ぶべき ことで はない か。 此 

の 劇団の 「意志」 は 大いに 尊重され てい ゝ ものである _ 

われわれの 仕事 を 目して、 或は 築地 小 劇場に 対抗す 

る ものと なし、 或は、 「新し さ」 に 於て これに 及ばず と 



次 は、 ジュ ウル • ロマンの 『ク ノック』 —— 訳者 岩 

田 豊雄氏 の 監督 並び に 装置で ある。 こ れも 新劇 協会 独 

特の 上演 法で ある。 岩 田 氏 は、 長く 仏国に あって 演劇 

の 研究に 没頭し、 将来 舞台監督 として、 将又 装置 家と 

して、 わが 劇壇に その 手腕 を 示す であらう 一 個の 得難 

き 才能で ある。 氏 は 先づ、 その 籠手 調べと して 此の 「紹 

介 的 演出」 を 行 ふので あるが、 実際的 経験の 浅 さに 於 

て、 或は 多少の 「思惑 違 ひ」 を 見せ はしても、 純 仏 蘭 

西 式 舞台の 味 を 日本の 観客に 「味 はせ る」 だけの 自信 

は あるら し い。 

最嗲 に、 もう 一 つ 句 を 据える か。 出演^ 優の 関係で 



まだ 決定に は 至らない が、 これ も、 ほかの 舞台で は 見 

られ ない 「或る もの」 をお 目に かけられる だら うと 思 

ヽ o 

少し 長々 と 新劇 協会に ついて 語り 過ぎた。 尤も、 そ 

の 必要がなければ、 此の 標題 は 選ばなかった かも 知れ 

ない。 

新劇 運動の 二つの 道 —— その 一 つ を 歩む 新劇 協会の 

仕事 を 理解す る 人 は、 そこに 足らない もの を 云々 する 

前に、 他に 求められな いの を そこに 発見して 満足す ベ 

きで ある。 いや、 満足せ よと は 云 はぬ。 しばらく それ 



で 我慢す ベ きで ある。 

先駆 的 精神 は、 何もの か、 「既に 在る もの」 の 上に 築 

かるべき である。 「何もの もない」 とい ふ 見方が、 現在 

の わが 劇壇に 於て は 許される やうな 気がする。 その 

「何もの」 か を 作る だけで も、 既に 「一 つの 仕事」 では 

*k ヽ ゝ o 

る レカ 
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